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東京大学理学部
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東アフリカ、タンガニイカ湖畔に、「マハレ山塊野生生物研究センター・」がある。現

在は、タンザニア政府の「ヤレンゲティ野生生物研究所」の管轄下にあるがtも :と は

日本人研究者が建設した調査基地から発展したものである。今も研究自体は、東京大

学人類学教室生態人類学研究室と、京都大学動物学教室人類進化論研究室にようて推

進され、野生チンノヾンジーの長期観察がすでに17年以上つづけられている。

写真―のチンパンジーの母親は、調査当初ほぼ7才の娘だった。彼女は16才で初産を

むかえた。写真をとったのは,、 この息子が-2ォ半のときである。残念なことに、との

子は6才のとき病死した。

一頭の雌が一生の間に、大人になるまで育てあ|げることのできる子供の数は、平均

2頭強である。それゆえ、自然増加率はきわめて篠 く、環境破壊に直面している類人

猿の保護は、緊急の問題である。

人類学教室

西 田 利 貞

表 紙 説 明

●

●
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向山光昭教授恩賜賞・日本学士院賞受賞

昭和58年度恩賜賞ならびに日本学士院賞が、向

山光昭教授の「有機合成化学の新手法開拓と生体

関連物質の合成研究」に対 して贈られた。心から

お慶び申し上げる次第である。向山教授のことは

理学部バ レーボール大会、サッカー大会で御存知

の方も多いと思いますが、編集委員会の依頼によ

り、この機会に業績や研究の特色を簡単に紹介さ

せて頂きます。

教授の研究は、多くの独倉1的かつ基本的な有機

合成反応を開拓 し、さらにこれらの反応を活用 し

てペプチ ド、核酸類、 ビタミン、テルペン類、糖

質 化 合 物 など、広い範囲にわたる生体関連物質

の合成に成功 しその有用性を示 したものである。

絶えず新分野にチャレンジする姿勢は、独創性の

高い研究にあらわれ、世界におけるこの分野の先

導的役割を果 しておられる。

向山教授は、東京工業大学故星野敏雄教授のも

とで有機化学の研究を始められた。最近、議義、

講演会などで「信・ 深 =新なり」という言葉をよ

く口にされる。これは、「深 =新なり」すなわち、

「深 く考え、とことん研究に打ちこめば、必ず独

創的な新 しい研究が生まれてくる」という星野教

授の考えの上に、さらに「仕事には自信を持って

当れ」という意味をこめたものであり、向上教授

の研究姿勢がよく表わされている。

昭和23年東京工業大学を卒業後、特別研究生と

して、尿素、ウレタンの熱解離反応の機構に関す

る研究を始めた。昭和28年、学習院大学に招かれ

た折、たまたま熱分解反応の試料を合成 している

際、ある誘導体が従来法では合成できず、思いが

けない生成物が得られたことを追求 し,、
ニ トロア

ルカンからのアルキルニ トリルオシドの生成とい

う新 しい脱水反応を見出した。当時、有機化学の

奈良坂 紘 一 (化学)

分野では、天然物化学、有機反応機構に関する研

究が活発で、合成反応の開拓研究は、質量とも今

日とは比べものにならなかった。向山教授は、こ

の反応の発見を契機として、いち早 く合成反応の

開拓研究の重要性に着目し、以後新 しい合成反応

の開拓を主題とする研究を展開 してこられた。

昭和33年東京工業大学にうつられ、引き続いて

脱水反応の研究を進めている過程で、新 しい形式

の重合反応である開環 1,4-付加重合反応を見出

した。また従来有機合成化学の最も基本的な反応

の一つである脱水縮合反応は、 2分子か らH20

を 〔H〕 と 〔OH〕 に分けてとる形式で進行する

ものが一般とされていたのに対 し、向山教授は酸

化一還元の考え方を導入 した全く新 しい型式の脱

水反応を開拓 した。この反応は、“Oxi dation一

Reduction COndensatiOn"と よばれ、 トリフェ

ニルホスフィンを還元剤 2,2′ ― ジピリジルジス

ルフィドを酸化剤として用いる温和な条件下で進

行する脱水縮合反応として広く利用されている。

先のニ トリルオキシド生成反応と同様にこれらの

反応を見出すきっかけは、実験を通 じて予期 しな

い現象を観察 したことであった。教授は、このよ

うな自らの体験から、実験を通 じて得 られるヒン

トを非常に大切にしてこられ、一つ一つの実験か

ら必ず何か新 しい活きた知識を把握 し、次の研究

の糧とするよう、若い研究者についても説いてい

る。

向山教授は、昭和48年東京大学理学部へ転任 し

はじめの二年間は東京工業大学と兼任であったた

め、一日のうちに東大、東工大の研究室を往復す

る多忙な毎日であった。この研究に打込む情熱と

バイタリティーには周囲のものが皆感服させられ

た。これも「若い研究者とできるだけ一緒にいる

-2-



ことが、一番の思いやりである」との考えによる

もので、現在も必ず毎日実験室に顔を出しディス

カッションを欠かさない。

教授は、 3年～ 4年毎に研究テーマを変え、絶

えず新 しい分野の開拓にチャレンジしている。チ

タン化合物を用いる一連の骨格形成反応の開拓は、

これまで有機合成化学に殆んど用いられることの

なかったチタン化合物が、従来困難とされた酸性

条件化の反応のコントロールにルイス酸として非

常に有用であることを示 したものである。教授の

研究を契機として、ここ数年のうちにチタン化合

物が一般性の高い試薬として極めて頻繁に利用さ

れるようになっている。また温和な条件下で進行

する脱水反応剤として、 2-ハ ロビリジニウム塩

をはじめとする一連の含窒素芳香族化合物のオニ

ウム塩を開発 した。さらにボリル トリフラートを

用いるアル ドール反応の開拓は、先に述べたチタ

ン化合物を活用するアル ドール反応とともに、そ

の後改良アル ドール反応の世界的なそして爆発的

な研究を促 した価値ある業績である。最近では、

より有効なアル ドール反応として、低原子価スズ

を用いた高立体選択的、また不斉アル ドール反応

の開拓にも成功 している。これらの反応は、従来

困難とされていた非環式化合物の立体選択的合成

に有効な手法を提供 したものであり、複雑な天然

有機化合物の合成戦略を一変させた。

現在、向山教授は反応の中間状態をコントロー

ルすることによって、合成反応における高選択性

を実現させ、さらに反応をエントロピー的に有利

に行わせるという “Synthetic Control"と いう考

え方を提唱し研究を展開している。簡単な金属化

合物と官能基との相互作用をコントロールの手段

として導入し、高い選択性をもつ数々の不斉合成

反応の開発に成功するとともに、立体選択的合成

が難 しい非環式化合物、とくにポリオール類の立

体選択的合成手法の開拓を行っている。さらにこ

れら反応を活用 して、簡単な出発物質か ら糖質化

合物を合成することに現在意欲を注いでいる。

「人の後を追いかける研究は浮草のようなもの

である。 しっかりと河底に根を張って育ち続ける

ような自らが産み出した独創的な仕事に挑戦すべ

きである」という言葉が向山教授の研究への信念

であり、おそらく教授の頭の中では次の新 しい分

野へのチャレンジが始まっていると思われる。こ

れからもすばらしい研究を続けていただきたい。

O

0
植村泰忠先生の学士院賞受賞

名誉教授の植村泰忠先生が、お弟子の安藤恒也

氏 (筑波大物質工学系助教授)と ともに、本年度

の学士院賞を受賞されました。「強磁場下のMO

S反転層における伝導現象の理論」が授賞テーマ

です。長年先生の研究室と研究活動をともにして

きました私にとりまして、このニュースは誠に嬉

しく、すぐれた直観的アイディアと並々ならぬバ

イタリティで、常に世界におけるこの分野の研究

上 村   洸 (物理)

でリーダーシップを発揮してこられた先生に、心

から"おめでとう"を 申し上げます。

植村先生は、1982年 4月 1日 に東京大学を停年

で御退官になり、現在は東京理科大学理学部応用

物理学教室にお勤めですが、東大在職中は理学部

長、総長特別補佐として理学部発展のために尽力

されたことは私どもの記憶に新しいところで、先

生については今更紹介するまでもないと存じます。

-3-



ここでは今回授賞のテーマとなりました先生の御

研究について簡単に紹介させて頂きます。

シリコン等の半導体に絶縁体酸化膜を蒸着 し、

それに金属電極をつけた金属一―酸化膜――半導

体 (MOS)接 合で、例えば半導体が P型の場合

に半導体側を負、金属電極が正になるように電圧

をかけますと、半導体の表面近 くに伝導電子が現

われます。このように伝導にあずかる担体の極性

がバルクの半導体 (P型では正孔)と 反転 したも

のを反転層とよびますが、この反転層の厚さは電

子の量子力学的波長と同程度になるために、表面

に垂直な方向の電子の運動は量子化され、電子は

表面に沿って自由に動 く2次元電子となります。

このような反転層の表面に垂直に磁場をかけま

すと、表面に沿った自由な運動も完全に量子化さ

れて不純物が存在 しない純粋な系では電子は全く

動けなくなります。

このように完全に量子化された特色をもつ電子

系について伝導現象の理論をつくり上げたのが植

村先生と安藤さんです。 1970年代の初め当時植村

研究室の大学院学生であった安藤恒也さん、松本

幸雄さん (現国立公害研究所所員)に この問題に

っいてテーマを出されたのがこの研究のはじまり

のように思います。先生は、日頃から実験データ

との対比から帰納的に普遍的な理論をつくり上げ

ていくことを私どもに教示されてこられましたが、

この当時も日立中央研究所の小松原毅一氏や学習

院大学の川路紳治教授の実験グループと絶えず討

議をしながら理論を発展させ、その後も安藤さん

の協力を得て、川路さんをはじめ Bell,IBM,

ルIunchen,GrenOble,OxfOrd等 世界各地の実験

グループと接触を深めながらこの分野の研究の指

標となる理論をつくり上げられて、量子ホール効

果をピークとする今日の 2次元電子系の分野にお

ける研究の発展の基礎を築かれました。

先生は、MOs反 転層が舞台となった 2次元電

子系のみならず、ひろく固体物理学の発展のため

に指導的役割を果たしてこられました。今後もま

すますお元気で、先生のモットーである物理を楽

しんで頂き、物理学の発展のために御活躍頂きた

いと存 じます。

小林英司名誉教授の学士院賞受賞によせて

――さか な の し っ ぽ
―

小林名誉教授は昭和14年に理学部動物学科に入

学されました。学部学生の頃の実習で、メダカ尾

ヒレ再生能力について指導された、岡田要 :竹脇

潔両先生を感心させるような見事な実験をして、

新事実を発見されたときいています。卒業研究と

して、カナリヤの羽の抜け代 りが甲状腺や生殖腺

のホルモンにどのように支配されているかを解析

した素晴らしい仕事を残 して、兵役につかれまし

た。戦後直ちに動物学教室に戻り、設備も貧弱な

江 上 信 雄 (動物 )

実験室で、ハ ト、 ヒキガエル、 ドジョゥ、ネズ ミ

等多くの材料を自ら飼い、朝早くから夜遅 くまでエ

ネルギッシュに研究をしておられた姿は、我々後

輩にとって何にもかえがたいお手本でしたし昭和

32年最初に渡米されてからは外国生活が長く、そ

の後もほとんど毎年のように世界の各地に研究や

講演に出かけられ、比較内分泌の分野で世界的な

第一級研究者としての地位を確立されました。同

時に国内に於ては、先生は日本の比較内分泌学の
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先達として、若い研究者の育成に努力され、着々

とその基盤を築かれて、現在の日本の比較内分泌

学の隆盛をもたらされました。

最近の脳の視床下部の神経分泌に関する比較内

分泌学的研究は、電子顕微鏡による形態学的裏づ

けの下に、多くの専門家と共同していろいろな生

化学的・薬理学的アプローチを行なわれたもので

国際的評価の高いことは申すまでもありません。

新 しい研究方法を積極的にとり入れ、また世界各

地の専門家と手を組み、活発に仕事を進めていか

れる先生の姿勢は、40年前に先生に最初にお会い

した時の印象から、まさにピタリと予想された感

じがしています。そういえば、魚類の尾部に下垂

体があり、そこにある血圧降下物質の存否を指摘

し高濃度のアセチルコンを発見されたユニークな

お仕事の続きは、現在も先生の御研究の一つの柱

であります。このことは、大学で最初にはじめら

れたテーマがメダカのしっぽに関係 していたこと

と、何かの因縁があるのかもしれません。「梅檀

は双葉より香し」という言葉がありますが、今回

の受賞のニュースをきいて、「研究者魂とか、先駆

性というものはかなり生得的で、個人が生涯持ち

つづけているものであり、後天的に得られるだけ

ではない。」というような感慨を持った次第であり

ます。 ●)

植 物 園 の 2月 半

植物園が現在の場所で薬園として出発 してから

来年で 300年になります。ヨーロッパには、それ

より歴史の古い植物園がいくつかありますが、東

大植物園はそれらに肩を並べるだけの歴史をもっ

ているという計算です。植物園では、樹木が生長

し、安定 した植生を保ち、それではじめて多様な

植物の種の生育の場が確保されるのですから、歴

史の重みに現在的な意味があります。日本の近代

植物学の一世紀の歩みの中に占める東大植物園の位

置も、他に較べるものもない程です。その歴史を通

じて、国際的に貴重な資料標本や文献資料の蓄積

をみたことも、植物園の特長で、これはたとえ巨

額の資金と多数の人手を投入しても、短期間には

整えることのできない財産です。最近、資源とし

ての植物を見直さなければ、 とい う声を聞き

ます。地球上に30万種 も生育 している植物のう

ちから、どれが役に立つものかを見出すためには、

それらの植物の間にどのような差異や類似があり、

岩 槻 邦 男 (植物園)

それは進化の歴史のうちにどのように確立されて

き、どのような機能上の意味をもつかについて比

較研究をすることが基礎的な研究として最も必要

なのですが、その研究のためには植物園にある植

生と資料類は極めて有力な戦力という訳です。も

っとも、それは必要条件の一つが充たされている

ということで、条件が完備されているのではない

といわねばならないことは残念なことです。

1978年から始められている野生植物種子胞子の長

期保存に関する研究は、着眼点でも方法でも、国際

的に話題を呼ぶことは必至のものですが、長期保存

の影響を明らかにするためには長期間の継続観察

を必要とするのは当然で、やっと基礎データが出

せるようになりますが、この研究も現在のような

小さな規模でやっていたのでは、すぐにアイデア

を盗まれて、規模の大きいどこかの機関が成果を

我がもの顔にしてしまうのかもしれません。

こちらの専任にならせていただいた早々から、こ

●)
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の建物では現在風の研究の設計は難かしいから、と

建物改修のお願いをしたり、せめて下草刈 り以上に

植物の育成に手が廻るよにもう少 し、と予算の増

額の方策を検討 したり、グランド代 りに入園して

くる子供達にどのように植物園を利用 してもらう

べきかを考えたり、と、植物学に直接は関係のな

いことばかりやっておりますと、折角の施設や資

料を生かすことは一寸もならないのではないか、

と反省 しきりなのが 2ケ 月経った今の率直な感 じ

です。

研究の上では、 これまで主 と して東南アジ

アをフィール ドにして植物相の調査研究に携わっ

てきましたし、シダ植物を対象として、系統分類

学的研究を行ってきました。植物が30万種にも多

様化 しているのは長い進化の過程を経てきたから

であり、生命のもつ歴史的側面を解析する手掛り

としては生物の多様性は最も具体的な事実です。

分類学という言葉のもつ静的なイメージでなく、

植物の種や系統の分化を追究 し、植物相の成立の

過程をあとづけることで生命というこの最も神秘

的な存在の最も興味のある一面に追ることは科学

的好奇心を強くかき立ててくれることです。そし

て、多様な植物を対象とする研究が行なわれるべ

き場として、植物園を生かすことは研究上も必至

のことといえます。

都心に16万 どの場所が緑に包んであれば、東京

大学の用に供するだけというのはもったいない話

です。研究教育上の必要から確保される多様な植

物は、その多様さを通 じて生命のもつ歴史的な側

面を見せてくれます。それを見る眼を開かせるた

めには一寸 したきっかけがあれば充分です。折角

準備された多様な植物を使って、そのような社会

教育を施すことは植物園が果すことのできる附加

的な効能といえるでしよう。しかし、ここしばらく

の間入園してくる人達の挙動を見ていると、甚だし

く厭世的な気分に追いやられることがあります。植

物園は庭園よりももっと広場的要素が大きいもの

と、一般には受け取 られているのでしょうか。見

廻 りの要員も充分でない現状では、大切な材料が

傷められても、極端な場合いつの間にか見当らな

くなっていても、黙って目をつむっているより術

がないもので しょうか。

300年の歴史は植物園にとって得難い宝です。

しか し、広場として使ったのでは宝のもち腐れと

いうことで しょう。研究教育のために準備された

多様な植物は、慌ただ しい都心の一隅に緑の空間

を作ります。その空気を味わう場として活用され

れば、植物学の研究業績が上げられるのと同的に、

植物園に作んで思索することが、データの製造に

追い廻されている日常の科学を止揚 して、真に独

創的なアイデアを育てる泉ともなって くれること

で しょう。明日の植物園が、植物学の材料の苗床

であると同時に、ノーベル賞級研究のためのアイ

デアの温床ともなるように有効に利用できるよう

にしたいものです。

学生時代から30年間一貫 して籍を置いていた京

都大学から転任 して参りますと、いろいろと当惑

したり面喰ったりすることがあって慌てます。 し

か し、一番よく似ていることが、研究そのもので

ないことに費す時間が多いことであるというのは

何とも残念な現実です。いろいろの用事の合間に

研究をするというのは研究者の在り方としては異

常なことです。これは個々人の自覚では解消できな

いことだけに、何だか恐怖にとらわれます。

京大で理学部弘報のお手伝いをしていた頃に、何

かと参照することの多かった胸去報」に寄稿すること

になって、最初に書くことにしては現実の酷 しさに

触れることが多過ぎて残念なのですが、この次の機

会には、大きな成果をうたい上げ、次への飛躍に

向けて夢と希望に充ちた文が寄稿できるようであ

りたいものと念 じます。
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理学部長と理学部職員組合の交渉

学部長と理職の 5月 定例交渉は、 5月 19日 理学

部会議室でおこなわれた。主な内容は、以下のと

おりである。

1.理職の教室使用手続きの簡略化について

理職側から「代議員会等で教室を借用する際の

手続きを簡略化 してほしい」との要望があった。

これに対 して学部長は、「手続き上必要な紹介者

を学部側の方で 2名程度あらか じめ用意 しておく

ことはどうか」と提案 した。この問題は、さらに

両者で協議がつづけられる。

2,大教室事務室主任を 2名化することについて

理職は、「物 理学教室は、職員数のうえでは部

局並みでありながら事務室主任はわずか 1名であ

る。少 くとも2名にして、 6等級高位号俸者の昇

格をはかったらどうか」と主張 した。これに対 し

て、学部長は「主任 2名化は 6等級高位号俸者の

昇格問題の解決方の一つではあるが、現段階では

難 しいようである。」「他の方法をお、くめて解決の

ために努力したい。」と答えた。理職から重ねて主

任 2名化のために、学部長が努力することを要望

した。

交渉は、上記の件以外にも、 6等級主任の 5等

級昇格問題、期限付定員外職員の雇用問題、60才

定年制施行に伴う退職者の特昇問題などについて

議論された。

なお、紙面の都合上前号で紹介できなかった交

渉内容のうち、「東大における昇格の改善」につい

て今号で補足する。

3.東大における昇格の改善について

東大における行政職 (― )の昇格が他省庁や本

省に比べて著 しく遅れているという実態 (例えば、

文部省の場合、 4等級以上が41.5%、 理学部の場

合 3.8%)が理職より提出された (3月 交渉)。

理学部側からもほぼ同様の理学部職員の調査結果

が提出され (4月 交渉)、 両者で東大の昇格実態

について議論された。その結果、こうなった理由

は別として「現時点で、東大の昇格が他省庁等の

同等機関に比 して、差がある」という認識で両者

は一致 し、学部長は「 4等級以上の定数枠拡大も

ふくめて必要な措置がとられるよう努力する。」と

のべた。(4月 交渉)

●|

由
漁
尭
轟
轟
歯
歯
歯
決
歯
轟
轟
山

＾

轟

歯

山

決

歯

尭

歯

轟

尭

由

尭

◎泥棒がね らつている (盗難注意)ノ

本郷構内は泥棒天国といわれています。いたるところで

泥棒 (盗難)の 被害にあっています。あなたのちょっとし

た注意で被害をくいとめられます。

～ 最近 被害続 出～
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<学部消息>

5月 18日 因定例教授会

理学部 4号館 1320号室

議 題 (1)前回議事録承認

曖)人事異動等報告

13)人事委員会報告

(4)企画委員会報告

(5)そ   の  他

教 授 会 メ モ

6月 15日 因 定例教授会

理学部 4号館 1320号 室

議 題 (1)前回議事録承認

唸)人事異動等報告

13)寄附の受入れについて

に)人事委員会報告

6)会計委員会報告

6)教務委員会報告

仔)そ  の  他

(次回以降開催予定は、 7月 20日因、 9月 28日

因いずれも13時 30分より、理学部 4号館 3階会

議室 (1320号室)です。なお、8月 は休会です。)

理学部委員会委員名簿 (順不同)

昭和5805・ 18現在

0

【学部関係】

委員会等の名称 氏  名 (所属 )0〔 o印 は長〕 任 期 (年) 備  考

企 画 委 員 会

。西島 (物 )、 田丸 (化)、 田村 (数)、 飯野 (植)

海野 (天 )、 飯山 (質)、 有馬 (物 )、 大木 (化)

宮沢 (物 )、 和田昭 (物)、 後藤 (情)、

会計委員長・ 小嶋 (球)〔山崎 (物 )〕

58. 4. ～

人 事 委 員 会
。宮沢 (物 )、 宮沢 (生 )、 高倉 (天 )

花井 (質)、 水野 (動 )、 朽津 (化 )

～ 59.3.31(2)
～ 603.31(2)

会 計 委 員 会
。小嶋 (球)、 宮本 (物 )、 藤田 (数 )

田隅 (化 )、 尾本 (人 )、 上田 (動 )

～ 59.2.

～ 60.2.

教 務 委 員 会

。高橋 (動 )、 井上 (生 )、 武田 (鉱 )

前川 (情 )、 杉ノ原 (球 )、 落合 (数)、

橋本 (物) 〔佐佐木 (化 )〕

～ 58.9.30(2)
～ 59.9.30(2)

広 報 委 員 会
。尾本 (人 )、 露木 (化 )、 松野 (球 )、 矢崎 (物 )、

田賀井 (鉱)
58.4.～
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委員会等の名称 氏  名 〇籠∋ ・ 〔。印は厠 任 期 ① 備  考

学 生 委 員 有馬吻

紀 要 委 員 会
0高橋CD、 伊原Gり 、花井G勤 、埴原ひ0、

力:事オ:鳳 ([重])

環境安全委員会
。稲本《D、 飯田の 、武田Cい 、井上 CD、

久保CD～ 58.7.31
58.4～

理

会

管線

員

射放

委

0富永 (化)、 中井 (物)、 駒嶺 (植)、 溝淵 (生 )、

脇田 (殻)、 小橋 (化)
58.4. 1～

企画委員会建物

小 委 員 会

0大木 (化 )、 伊藤 (数 )、 小林俊 (物 )、 富永(化 )、

古谷 (植)、 米田 (情 )、 高倉 (天)、 飯野 (植)、

和田昭 (物)

石渡・神戸 0

福井・三浦

俊 (事務部)

企画委員会第二
キ ャ ン パ ス
小 委 員 会

0有馬 (物 )、 宮本 (物 )、 和田昭 (物 )、 古谷 (植 )、

飯山 (質 )

会

一
会

口員
・夕
員

委

ユ
画
だ
委

企

コ
小

。後藤 (情 )、 小柴 (物 )、 有馬 (物 )

際

一
会いψ甕

学
流
備

理
交
準

。大木 (化 )、 藤田 (数 )、 後藤 (情 )、 二宮 (物 )、

上田 (動 )

組 換 え DNA
実験安全委員会

0和田昭 (物 )、 岡田 (生)、 鈴木 (植 )、 富永 (化 )、

堀田 (物 )

発 明 委 員 会
?不破 (化 )、 山田 (情)、 山崎 (物 )、 露木 (化 )、

酒井 (生 )、 久城 (質)、 石渡 (事 )

集

会

編史

員

年百

委

。飯田 (物)ヽ 伊藤 (数 )、 堀 (天 )、 佐藤 (球)、

田隅 (化)ヽ 溝淵 (生)、 水野 (動 )、 佐藤 (植 )、

遠藤 (人)ヽ 花井 (質 )、 武田 (鉱)、 阪口 (理 )、

後藤 (情)ヽ 重井 (臨 )、 〔※大場 (園 )〕 、

福島 (施)、 石渡 (事 )

※

総合研究資

料館

視聴覚小委員会 高橋 (動)

図 書 委 員 会

。岩堀 (数 )、 国井 (情 )、 和田靖(物 )、 桜井 (天 )、

新田 (球 )、 黒田 (化 )、 荒田 (生 )、 代谷 (動 )、

笠原 (植 )、 西田 (人 )、 鎮西 (質)〔兼 (鉱 )〕

鈴木 (理 )、 石渡 (事 )

～ 59.3.31(2

素粒子物理学国
際 協 力 施 設
運 営 協 議 会

。江上 (動 )、 田村 (数)」 海野 (天 )、 小柴 (物 )、

宮沢 (物)、 宮本 (物 )

西川(高工研

山口(核研)

●

●
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委員会等の名称 氏  名 (所属)・ 〔。印は長〕 任 期 (年 ) 備  考

素 粒 子 物理学

国 際 協 力施設

運 営 委 員 会

西島 (物)、 藤井 (物 )、 山崎 (物 )、 小柴 (物 )、

宮沢 (物 )、 宮本 (物 )、 山本 (物 )、 釜江 (物 )、

折戸 (物 )、 戸塚 (素 )、 山田 (素 )

中間子科学実験

施設運営協議会

。江上 (動 )、 田村 (数 )、 海野 (天 )、 宮沢 (物 )、

山崎 (物 )
西川 (高工研)

学
設
会

科
施
員

子
　
委

間
験

営

中
実
運

。宮沢 (物 )、 山崎 (物 )、 小柴 (物 )、 藤井 (物 )、

中井 (物)、 釜江 (物 )、 山本 (物 )、 折戸 (物 )、

永宮 (物 )、 近藤 (化 )、 永嶺 (中 )、 小林俊(物 )

学

一
会

化
夕
員委

光
ン

営

分
セ
運

O黒田 (化 )、 竹内 (鉱 )、 古谷 (植 )、 和田昭(物 )、

田隅 (化 )、 不破 (化 )、 稲本 (化 )、 宮沢 (生 )

験
部
会

実
学
議

子
理
協

伝
設
営

遺
施
運

。江上 (動)、 田村 (数 )、 飯野 (植)、 和田昭(物 )

岡田 (生)

58.5.18～
60.3.31(2)

験
部
会

実
学
類

子
理
門

伝
設欝

遺
施
運

飯野 (植 )、 堀田 (物 )、 溝淵 (生)、 鈴木 (植)
58.5.18～
60.3.31(2)

●

○

昭和58年度科学研究費補助金理学部採択件数一覧

研 究 種 目 申 請 件 数
採 択 件 数

新 規 継 続 計

が ん 特 別 研 究 (1)

が ん 特 別 研 究 12)

自然災害特別研究(1) 1 1

自然災害特別研究(2)

環境科学特別研究(1)

環境科学特別研究121 1

エネルギー特別研究
(エ ネルギー(1))

エネルギー特月1研究
(エ ネルギー(2))

1

エネルギー特別研究
(核 融 合 (1))
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研 究 種 目 申 請 件 数
採 択 件 数

新 規 継 続 計

エネルギー特別研究
(核 融 合 0)) 2

特 定 研 究 (1)

＞

８ 6

特 定 研 究 12) 12 12

総 合 研 究 lA)
(10)

31
8 18

総 合 研 究 (B)
5

一 般 研 究 偽)

(6)
17

4 6 10

一 般 研 究 (B)
(10)

53
15 10

一 般 研 究 (C)

８

０ 35 8 43

奨 励 研 究 (A)
56

38 38

試 験 研 究 (1)
5

2

試 験 研 究 12)
(4)
17

5

特 別 推 進 研 究 侶)

(1)
1

1 1

計
４

３ 134 40

)は継続の件数を示し、内数である。

毎 月

「省,エ ネルギー」

-11-
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第19回教職員 `学生懇親会

●

本学部恒例の教職員と学生の懇親ビヤパーティ

が今年もさる 5月 9日帽岸後 3時より、本学部附

属小石川植物園で行われた。

さいわい快晴に恵まれ、緑したたる園内には、

名誉教授、教職員、学生およそ900名 の参加があ

り、江上学部長、岩槻植物園長の挨拶についで、

鈴木秀次教授の乾杯ののちパーティに移った。

各々ビールとつまみを手にあちこちの樹の下に、

芝生の上に新緑とビールを満喫しながら懇親の輪

がいくつもつくられた。用意されたビールやジニ

ースは好天も手伝って、予想以上にはやく飲み尽

くされ、終始和やかに、賑やかなうちに午後 5時

前散会 した。

配置換  東大 (工)助手より

配置換  岡山大 (温泉研)助手へ

辞 職

採 用

所 属  官 職

(講師以上 )

情 報  助教授

物 理   ″

(助 手)

化 学  助 手

地 質   〃

物 理   ″

物 理   〃

(職 員)

事 務  事務官

りII

池

名

合   慧

畑 誠一郎

俊 一

雄 行

常 義

真

58. 5. 16

58. 6.  1

58. 6. 10

58. 6. 16

58.6. 1  配置換
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人 事 異 動 報 告

58.6.17現在

発令年月日 異動内容   備         考

5a5.16  昇 任  情報科学科講師より

58.6.16   ″   物理学科助手より

田

村

田

田

菱

河

一二

桑

飯 澤 隆 夫 文部省 (学際局)へ



羽鳥図書掛長国立大学図書館協議会賞を受賞

去る6月 9010日札幌市で開催された第30回国

立大学図書館協議会総会において、理学部図書掛

長羽鳥浅子氏が、「図書館学における研究業績」

(件名=数学分野の Data Base SOLID¨ Mの 作

成―一国際会議録・ 議事録について)に より、昭

和58年度の国立大学図書館協議会賞 (1件 )を受

賞 しました。

これは、数学教室図書室のグループで数年来と

り組んできた業績が評価 されたもので、このシス

テムは他の学科等にも汎用性があるものです。

航 者

月

渡航期間

5.1～ 612

5

渡 航 先 名

ポ ー ラ ン ド

渡外海

ギ

ン

ル

ラ

ベ

フ

所属  官職   氏   名

物 理 助 手 小 野 嘉 之

物 理 教 授 鈴 木 増 雄

渡  航  目  的

半導体における磁気輸送の理論の研
究実施のため

物理系におけるノイズの第 7回国際
会議および 1/Fノ イズに関する国
際会議出席ならびに統計力学の共同
研究のため

スッリム・ リュービル逆問題に関す
る調査・ 研究のため

火山および地震活動の地球化学観測
に関するイタリアーソ連シンポジウ
ム出席のため

IEEE傾 向と応用'83会議出席およ
びソフトウェア構成法、グラフィク
スに関する研究討論のため

び国際測地軍雪奄暴場窪曇撞倉覆手

e+e~相互衝突装置「 PETRA」 及

サ幸彗コ撃雲糞]}夏言う去
抵あり

同 上

5ザ 1こ辱孟愁凛学腸彊墓2籠子督
研究連絡のため

雲雷早長杏喜重景;じ事二脇鐘重需暴
する協議のため

に関子と薔瀑雲象言需舌だ習
和解析

- 5.9～ 5.22
ス

数 学 助 手 鈴 木

地 殻 助教授 脇 田

情 報 教 授 國 井 利 泰

地物研 教 授 福 島

素粒子 助 手 蓑 輪

貴 ソ ビエ ト連邦

宏 イ タ リ ア

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国
ドイッ連邦共禾日
国

ドイツ連邦共和
国

5.14-6.3

51～ 5.15

5.19^‐ 5.28

5.23～ 6.12

5.4-59.
3.11

5.4-59.
3.11

5.1～ 512

518～ 5.27

素粒子 助 手 武 田   広 占
イツ連邦共和

物 理 教 授 有 馬 朗 人 アメリカ合衆国

物 理 教 授 藤 井 忠 男 アメリカ合衆国

数 学 助教授 大 島 利 雄 フ ラ ン ス 5.14～ 6.18
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所属  官職  氏   名

植 物 教 授 飯 野 徹 雄

理 教 授

質 助教授

物 理 教 授 鈴 木 秀 次

物 助 手 広 瀬 忠 樹

物 助 手 沓 掛 和 弘

理 助教授 永 宮 正 治

増 雄

忠 雄

浩 正

化 学 教 授

地物研 助 手

情 報 教 授

物 理 助教授

物 理 教 授

田

山

後

塚

山

物 理 助教授 中 井 浩 二

ニ アメリカ合衆国

隆 アメリカ合衆国

一 シ ンガ ポール

捷 占
イツ連邦共和

光 ギ リ シ ャ
オ ラ ン ダ

渡  航  目  的

第 4回 日米合同ワークショップ「組
換えDNA研 究の医学への応用」出
席のため

湊島鳥ぁぇば
ン実験に関する春の学

大韓民国の金属鉱床の調査・研究の
ため

結晶欠陥の構造と性質に関するシン
ポジウム出席及び金属物理学の研究
動向調査のため

植物の個体群生態学、進化生態学の
研究のため

DNAの 再編成機構の共同研究のた
め

高エネルギー核物理国際研究集会及

ビ属
g死

査
平洋物理学シンポジウム

アジア太平洋物理学国際会議に出席
のため

メーザー及びレーザー分光学の研究
のため

一般相対論と重力に関する第10回国
際会議出席及び相対論の実験に関す
る研究打合せのため

ゴー ドン・ コンファレンス出席及び
触媒化学に関する調査・ 研究のため

粒子一流体計算機シュミレーション
計画に参加するため

アジア太平洋物理学会に出席のため

固体表面物理学に関する研究のため

ガンマ線、エックス線のスペク トロ
スコピーの最前線に関する欧州物理
学会及び第 6回超微細相互作用国際
会議出席のため

高エネルギー原子核反応と原子核の

う謹ラ637:暮 辱塚覺暑
を発事管

アジア・ 太平洋物理学会議出席のた
め

アジア・ 太平洋物理学シンポジウム
に出席のため

大気球による大気観測のため

渡航先名

アメリカ合衆国

渡航期間

5.24^‐ 5.29

5.15-5.24

5.25-6.6

ス
　
　
大

光

　

彦

敏

　

英

崎

　

崎

山

　

島

物

　

地 韓 民 国

植

　

植

　

物

木

　

水

　

川

鈴

　

清

　

平

授

　

授

　

授

教

　

教

　

教

理
　
　
理
　
　
理

物

　

物

　

物

6

チェコスロノ洋ア
オース トリ ア
ドイッ週夢『共オ匝コ

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

ハ ン ガ リ ー
シ ンガ ポ ール

シ ンガ ポール

ドイッ連邦共和
国、カナダ

イ タ リ ア

月

6.10-6.24

610～ 9.10

67～ 9.6

6.3～ 6.19

6.11～ 6.19

622^ウ 8.21

6.30-7.10

6.14～ 7.14

6 1-59.
5.31

6.12-6.18

6.18-9.19

6.25-7.11

謙
　

　

　

　

英

　

　

敏

丸
　
　
本

　

藤
　
田
　
崎

ス

一

イ
ガン

ス

ハ

6.2～ 6.19

物 理 教 授

物 理 助教授

地物研 助 手

山 崎 敏

折 戸 周

岩 上 直

光 シ ンガ ポール

治 シ ンガ ポール

幹 アメリカ合衆国

6.12-6.19

6.11-6.19

6.2～ 6.16
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所属  官職   氏   名

化 学 教 授 向 山 光 昭

小 林 俊 一

有 馬 朗 人

有 馬 朗 人

中 井 浩 二

二 宮 敏 行

加 藤 和 也

江 口   徹

不 破 敬一郎

原 口 紘 鳳

海 野 和三郎

渡航先名

フ ラ ン ス

連 合 王 国

シ ンガ ポ ー ル

シ ン ガ ポ ー ル

アメ リカ合衆国

アメ リカ合衆国

シ ン ガ ポ ー ル

アメ リカ合衆国

シ ン ガ ポ ール

オ ラ ン ダ
フ ラ ン ス

オ ラ ン ダ
連 合 王 国

中華人民共和国

渡航期間

6.22-7.24

6.11-6.19

611-6.18

619～ 6.27

626-7.7

6.11-6.16

6.12^ψ 6.18

6.15-620

6.22-7.9

6.22-7.9

627～ 7.7

渡  航  目  的

隻ふ薯機各蔑冗撃倉畠争言翁馨群勇
のため

アジア・太平洋物理学シンポジウム

出席のため

同  上

ゴー ドン会議出席のため

第 6回高エネルギー重イオン研究会
出席のため

冒タツ警盆署脈薯%昇暮響
者交流プ

代数的K理論集会出席のため

アジア 0太平洋物理学シンポジウム

出席のため

第23回国際分光学会出席及び無機化
学に関する研究連絡のため

同  上

国際共同研究「恒星の太陽物理学」
の研究実施のため

物 理 助教授

物 理 教 授

物 理 教 授

物 理 助教授

物 理 教 授

数 学 講 師

物 理 助教授

化 学 教 授

化 学 助教授

天 文 教 授

○ 誤植のおわび

編集担当交替により不慣れ、不注意のため前号 (昭和58年 5月 、15巻 1号)文中に、次のとおり、

誤りがありましたので、おわびし訂正します。

頁 行  日 誤 正

1 木村健二郎教授 木村健二郎名誉教授

勤続手当支給月 勤勉手当支給月

7 4 関連 した のである。 関連 したものである。

29(下 3) 事務長補佐 (総務担当)神予和雄 事務長補佐 (総務担当)神戸和雄
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あなたです/

火事を出すのも

紘

太

孝

篤

恵

崎

野

木

井

本

・・　
　
　
　
　
・賀

腋
失
‐松一露
田
尾

一 (物理)

郎 (地物)

彦 に学)

平 ③酔ゆ

市 (人類)

4123

4299

4357

4544‐

4482




